
各種の講義に対応した利用例を紹介します。講義欄（縦）の数字は、何回目（大体の目安）の講義で扱うかを示しています。
すでに基礎知識のある学生を対象とした演習形式の授業は、練習問題を解く形で進めることも可能です。

章 節

国際経済
国際貿易
（中・上級）
４単位講義

国際貿易
（中・上級）
２単位講義

貿易政策
（中・上級）
２単位講義

国際貿易
国際経済

（初級）（注２）

２単位講義

第１章 １．世界と日本の貿易額の推移

国際貿易の概観 ２．世界と日本の品目別貿易額

３．日本の戦後貿易の概観 2 1 2

４．国際収支統計 3 2

第２章 １．部分均衡分析 3

国際貿易の経済分析 ２．経済厚生 4

３．一般均衡分析 4

４．比較優位と経済厚生 5

補論　需要・供給が相対価格で決まる例 任意

第３章 １．生産技術の国際的相違

生産技術と貿易パターン ２．比較生産費説

３．自由貿易と貿易利益

４．データによる比較生産費説の検証 5(注３）

第４章 １．要素賦存量の国際的相違

生産要素の供給と貿易パターン ２．比較優位の決定

３．貿易利益と所得分配

４．データによるヘクシャー＝オリーン定理の検証 6(注３）

補論　可変的投入係数のケース 任意

第５章 １．産業内貿易の動向 7

産業内貿易と新貿易理論 ２．独占的競争と産業内貿易

３．国際的寡占と産業内貿易 11 11

４．規模の経済 12 12

第６章 １．関税制度の基礎

関税政策の基礎分析 ２．関税の効果（１）

３．関税の効果（２） 14 5 9

４．保護政策の厚生効果 15 6

第７章 １．不完全競争下の関税分析 16 7

関税政策の応用分析 ２．関税の一般均衡分析 17 8

３．関税の政治経済学 18

４．関税引き下げの国際交渉 19

第８章 １．輸入数量制限

数量制限と補助金政策 ２．国内産業保護政策の選択

３．輸出補助金 21 11 11

４．戦略的貿易政策 22 12

第９章 １．国際資本移動

国際要素移動 ２．国際資本移動の所得への影響

３．多国籍企業 24

４．国際労働移動 25 14

第１０章 １．GATT/WTOによる貿易の自由化 26 13

国際貿易システム ２．地域貿易協定 14

３．地域貿易協定の経済効果

４．貿易と環境

補論　環境保全のための政策手段の比較

　 注１） ワルラス法則の詳細、および52～54ページは省略可。　　
　 注２） 完全競争下の部分均衡分析のみ必要。　

注３） 理論について結論のみ簡単に説明。

アルマ『国際経済学』利用例
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